
一般社団法人プロジェクトマネジメント学会

8月28日(木)・8月29日(金）

北九州市立大学 北方キャンパス

■キーノート

一般社団法人プロジェクトマネジメント学会 行事委員会 （問合せ先） e-mail  spm_conf@spm.or.jp

・大会参加は，下記の大会公式ウェブサイトよりお申込ください．
・法人会員は一口あたり3名まで正会員料金で参加可能です.
・7月25日までお支払いの場合には早割り価格で参加いただけます.支払は, クレジットカード払い(VISA, 
Master Card, JCB), 請求書払いのいずれかの方法となります.お支払後の返金はできませんのでご了承
ください.

・当日欠席される場合でも参加費はお支払いいただきます.また出席者の交代は一切ご遠慮ください.
*１「学生会員」かつ「発表者（第一著者）に限ります.

研究発表大会

正会員 学生会員 非会員

早割 通常 発表者 非発表者 早割 通常

15,000円 17,000円 無料*１ 5,000円 20,000円 25,000円

■参加費

大会公式ウェブサイト https://www.spm.or.jp/committee/2025autumn/

■大会概要（対面形式）

日 程 ８月２８日(木)～８月２９日(金）

会 場 北九州市立大学 北方キャンパス

（北九州モノレール小倉駅から約10分 競馬場前駅（北九州市立大学前）下車徒歩約3分）

  福岡県北九州市小倉南区北方４丁目２−１

 https://www.kitakyu-u.ac.jp/access/kitagata.html

「人口移動と地方における公立大学の対応」

柳井 雅人氏
北九州市立大学 学長

「プロジェクトにおける
ダイバーシティリソースマネジメント」

羽山 誉敏氏
プロジェクトマネジメント学会 会長

「健康な体ときれいな水を守る．
～シャボン玉石けんの挑戦～」

森田 隼人氏
シャボン玉石けん株式会社
代表取締役 社長



一般社団法人プロジェクトマネジメント学会 行事委員会 （問合せ先） e-mail  spm_conf@spm.or.jp

■キーノート１ 8月28日 10:00-11:00

■キーノート2 8月29日 10:00-11:00

■キーノート3 8月29日 13:20-14:20

※時間は変更になることがあります

「人口移動と地方における公立大学の対応」
北九州市立大学 学長 柳井 雅人氏

「健康な体ときれいな水を守る． ～シャボン玉石けんの挑戦～」
シャボン玉石けん株式会社 代表取締役社長 森田 隼人氏

シャボン玉石けんは1910年に「森田範次郎商店」として現在の北九州市に創業．1974
年より先代の森田光德が「無添加石けん」に切り替え以後17年間の赤字経営が続いたも
のの，信念を曲げず「無添加石けん」にこだわり続けた先代の想いを継承しながら「健康な
体ときれいな水を守る」という企業理念を経営の根幹とし，「3つの成長戦略」と「サステナ
ビリティ中期計画」 を推進することで，人々の健康と地球環境・生物多様性を守り，持続
可能な社会に貢献する企業としてチャレンジし続けています．宗像の地島丸ごと実証実験
等，私達が取り組んでいる事をお伝え致します．

発表者(第一著者)は正会員または学生会員であることが必要です．詳細は,大会公式ウェブサイトをご確認ください.

入会申し込み https://spm.or.jp/admission/guide/
大会公式ウェブサイト https://www.spm.or.jp/committee/2025autumn/
応募方法 大会ウエブサイトからお申し込みください（2025年6月３0日まで）

・学生が第一著者の場合(共著者は2名まで),学生発表賞に応募するか否かを選択してください.
学生発表賞応募者は,ネットワーキング内で行われる表彰式(8月28日)に参加する必要があります.

■論文募集要項

■論文提出

論文投稿システムによる提出.フルペーパ 7月25日締め切り（以降は編集不可）

プロジェクトメンバの多様性を理解しその特性に合わせたプロジェクトマネジメントの
実践事例について解説します．
さらに，日本国内のメンバの多様性に加え，グローバルリソースの活用が進んだプロ
ジェクトにおいては，国によって異なる文化的背景や各メンバがそれまで経験してきた
業務スタイルを理解したマネジメントを実践しています．そのようなマネジメント手法の
ポイントについて解説します．

「プロジェクトにおけるダイバーシティリソースマネジメント」
プロジェクトマネジメント学会 会長 羽山 誉敏氏

北九州市立大学は，教育研究を通じ地域からの要請に応えていくという公立大学特有の重
要な使命を踏まえた将来ビジョンを掲げ，中期計画に基づいた大学経営を行っています．
こうした中で，東京圏への人口集中は女性の移動により加速化し，東京圏は周辺地域も巻
き込み「低出生率のブラックホール」となっています．これが日本の人口減少の最大の要因
で，しかも一部の地方中枢都市が，周辺地域から人口を吸収した上で東京圏へも人口を大
量に送り出し，人口集中を助長しています． 女性の就業先は労働生産性が低い状態にあ
り，高賃金の大都市地域に移動する原因となっており，地方でも生産性を向上し，給与改善
と事業拡大にあて引き留める必要があります． 人材の供給と地元定着（ダム機能）という
公立大学の役割から，本学が情報イノベーション学部を開設する狙いと地域貢献について
説明いたします．
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